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勘定科目内訳明細書CSV搬出搬入

● 概要
LX勘定科目内訳明細書のデータをCSV形式で搬出します。また逆にCSV形式データをLXに搬入

することが可能です。

弊社作成のEXCELファイルを活用していただくと、EXCELﾌｧｲﾙをCSVデータに変換することが

容易にできます。端末機の任意のフォルダまたは親機のフロッピーにて搬出･搬入します。

搬出･搬入は１表単位で行います。

※行数文字数共にLXに準じます。文字数が多い場合は切れますのであらかじめご了承下さい。

文字欄に数字のみを搬入出すると記号のまじったものに変わる場合があります。

数字の前に「No」や｢’｣をつけることをおすすめします。

● 作業の流れ

Ｆ９搬入出ＬＸ勘定科目内訳書
会計事務所様のデータをＣＳＶ形式としてＬＸより各表ごとに搬出します。

Ｆ９搬入出→Ｆ３端末へ搬出

ＥＸＣＥＬにてＬＸデータ取り込み
ＥＸＣＥＬファイル、uchixx.xlsを呼び出し、ＣＴＲＬ＋ｉでCSVデータの取り込み

１表単位で取り込み

終了せずそのまま次の作業へ。

※但し、１表単位でよい場合はそのままデータを保存してもらって下さい。

ＥＸＣＥＬ全表(顧問先様渡し用)にてＥＸＣＥＬ各表ファイル→ＥＸＣＥＬ全表ファイルへ
uchixx.xlsはマクロ等が入っている為１表ずつの渡しとなります。顧問先様へ渡す

表をまとめたほうがよい場合は各表のデータを全表.xlsにコピーします。

顧問先様ではそのまま表作成を行ってもらいます。

ＥＸＣＥＬ全表(顧問先様データ)のＥＸＣＥＬファイル→LX取り込み用ＥＸＣＥＬファイルへ
全表.xlsのデータをuchixx.xlsへコピーします。

終了せずそのまま次の作業へ

ＥＸＣＥＬファイル→csvとして保存し、LX読み込み用へ
uchixx.xlsで表示しているデータをＣＴＲＬ＋Ｘでcsvデータとして保存します。

Ｆ９搬入出ＬＸ勘定科目内訳書
顧問先様のＣＳＶ形式データをＬＸへ搬入します。

Ｆ９搬入出→Ｆ９端末読で搬入
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● 操作方法
搬出搬入は現行、１ユーザ１表単位で行います。

ＬＸのデータをＣＳＶとして搬出する方法

１．LX［130］勘定科目内訳明細書にて搬出する表を呼び出します。

２．9:搬入出(Ｆ９) を選択します。

３．左図の画面を表示します。

端末の任意のファイルへ

搬出する場合は、端末へ (F3)

を押します。

サーバー(親機)のﾌﾛｯﾋﾟｰへ

搬出する場合は、ＦＤへ (F1)

を押します。

「９：搬入出」を選択します。

Ｆ９を押すか、クリックします。
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cドライブの下のTACフォルダの下のLXZAIMUのフォルダの下の端末へ搬出した場合は、
UCHIの下のフォルダに「uchi1.csv」の名称で保存します。

↑

表番号が入ります。

フロッピーの中に「uchi1.csv」の名称で保存します。親機へ搬出した場合は、
↑

表番号が入ります。

※親機や任意のファイルに保存した場合で、EXCELで搬入搬出作業をする場合は

EXCELファイルでの搬出搬入のマクロが動かない為

C:\｢TAC｣→｢LXZAIMU｣→｢UCHI｣の下に｢uchiXX.csv｣の形式で保存して下さい。

↑

表番号
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ＥＸＣＥＬへ搬出したＣＳＶのデータを取り込む方法

※取り込む前にEXCEL側で下記の設定を確認して下さい。

１．｢ツール｣→｢マクロ｣→｢セキュリティ」

を選択します。

２．セキュリティレベルを「中」又は「低」

とします。

３ 「ＯＫ」を選択します。．

１．ツ－ル

２．マクロ

３．セキュリティ

４．セキュリティレベルを「中」又

は「低」として下さい。

5. 「OK」を選択します。
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＜取り込み方法＞

弊社作成のEXCELのフォルダをＣＤ内からコピーして、デスクトップなどの任意の場所に貼り

付けて使用します。

１．ＣＳＶデータを取り込む表を呼び出します。(マウスを合わせダブルクリック)

２ 「マクロを有効にする」．

を選択します。

３．左図の表を表示します。

マクロを有効にするを選択します。
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４．ＣＳＶデータを読み込みます。

（ C:\「TAC」→「LXZAIMU」→「UCHI」→「uchixx.csv」より読み込みます ）。

ＦＥＰ(漢字変換の窓)がＯＦＦになっていることを確認し、 ＣＴＲＬ＋ｉ を

押します。

５．画面中央に、対話を表示する場合があります。

表示した場合は 『いいえ』を選択して下さい。、

Ａの表示がＦＥＰがＯＦＦになっていることになります。

この対話を表示した場合は、『いいえ』を選択します。

EXCELにデータ取り込み完了となります。
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＜顧問先用にデータを移行し顧問先ごとに保存します＞

※「uchixx.xls」はひな形の為データは保存しません。全表.xlsにデータをコピーして保存

します。

１．取り込んだデータの範囲指定をします。

２．範囲指定終了後、｢編集｣→｢コピー｣を選択します。

※マウス右クリックで「コピー」も可能です。

３．内訳書のフォルダから「全表.xls」を呼び出します。

始点を指定します。

終点を指定します。

ドラッグして範囲を指定

または

Shiftキーを押しながら
矢印キーで範囲を指定

編集

コピー
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４．該当する表を選択

します。

左下の をｸﾘｯｸする

▼ ▲

ことで各内訳書を表示す

ることが可能です。

５．始点にカーソルを移

動します。

６．編集→形式を選択して貼り付けを選択します。

「 」 。※マウス右クリックで 形式を選択して貼り付け も可能です

該当する表を呼び出します。

クリックすると該当する表を表示します。

編集

形式を選択して貼り付け
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７．値を選択し、ＯＫを選択します。

８．下図のように顧問先ごとに必要なデータをコピーして下さい。

値

OK

尚、データファイルは１表ごとにロックがかかってない「全表」とロックがかかっている

「全表－ロック有」があります。ロックがかかっている表は文字入力はできますが、セル幅

や関数計算等の設定ができませんのでご注意下さい。

摘要の文字などが数値のみの場合、桁によっては記号のまじったもの

に変わる場合がありますので訂正等をお願いします。

<パスワード解除方法>
「ツール」→｢保護｣→「シート保護解除」を呼び出します。

「パスワード」→「tam」と入力するとパスワード解除となります。

<シート削除方法>
パスワード解除後、削除するシートをｸﾘｯｸし前に表示します。

再び右クリックして、｢削除｣を選択して不要な表を削除して下さい。
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＜データを保存する－全表＞

顧問先様用に作成したデータを保存します。

上書き保存の場合は 「全表」の名称で保存します。、

名前を付けて保存の場合は 「フォルダ 「ファイル名」、 」

を入力して保存します。

＜顧問先様専用の内訳書EXCELファイルをフロッピー等に保存、顧問先様で入力します＞

名前を付けて保存を選択

ファイル名を入力します。

例）東京商事－19年内訳

顧問先様のファイルのみをフロッピ

ー等へ「コピー」「貼り付け」して

保存。

顧問先様へ渡して入力してもらいま

す。

EXCELの関数等の説明は弊社ではいたしかねますので、書籍等を購入していただきご確認
下さい。
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＜顧問先様で内訳書の入力が終了し、データファイルを受け取ったら＞

１．顧問先様で内訳書データの入力が終了してそのデータファイルを受け取ったら

全表の中の各表EXCELデータをひとつずつ「uchixx.xls」へコピーします。

(一括で全表.xlsをcsvに搬出することはできません｡)

２．範囲指定終了後、｢編集｣→｢コピー｣を選択します。

※マウス右クリックで「コピー」も可能です。

３．LX内訳→EXCELのフォルダから指定する表を呼び出します 「例）uchi1」。

※必ずマクロを有効にするにして各表を呼び出して下さい。

始点を指定します。

終点を指定します。

ドラッグして範囲を指定

または

Shiftキーを押しながら
矢印キーで範囲を指定

編集

コピー
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４．該当する表の始点

にカーソルを移動

します。

５．編集→形式を選択して貼り付けを選択します。

「 」 。※マウス右クリックで 形式を選択して貼り付け も可能です

６．値を選択し、ＯＫを選択します。

７．左図のようにデータを表示します。

編集

形式を選択して貼り付け

値

OK

始点にカーソルを移動します。
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＜ＥＸＣＥＬデータをＣＳＶ形式として保存する＞

１．左図の表を表示しています。

２．ＣＳＶとしてデータをはき出します。

（ C:\「TAC」→「LXZAIMU」→「UCHI」→「uchixx.csv」へはき出します ）。

上記画面にて、ＦＥＰ(漢字変換の窓)がＯＦＦになっていることを確認し、

ＣＴＲＬ＋Ｘ を押します。

３．画面中央に、対話を表示します。

内訳書の各表をcsv形式で保存しますので必ず『はい』を選択し下さい。

Ａの表示がＦＥＰがＯＦＦになっていることになります。

この対話は必ず『はい』を選択します。
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４．ＣＳＶデータの保存が完了すると下記の対話を表示します。

作業は終了となります。画面の右上の『Ｘ』をクリックしEXCELファイル

は保存しないで終了して下さい。

ＥＸＣＥＬで搬出したＣＳＶデータをＬＸのデータとして搬入する方法

１．搬入する表を呼び出します。

２．9:搬入出(Ｆ９) を選択します。

EXCELにデータ取り込み完了となります。

『×』をクリックして終了します。

「いいえ」を選択して下さい。

EXCELファイルの形式が正しくなくなってしまいます。

「９：搬入出」を選択します。

Ｆ９を押すか、クリックします。



- 15 -

３．左図の画面を表示します。

端末の任意のファイルより

搬入する場合は、端末読 (F9)

を押します。

サーバー(親機)のﾌﾛｯﾋﾟｰより

搬入する場合は、ＦＤ読 (F7)

を押します。

cドライブの下のTACフォルダの下のLXZAIMUのフォルダの下の端末より搬入した場合は、
UCHIの下のフォルダの「uchi1.csv」から読み込みます。

↑

表番号が入ります。

フロッピーの中の「uchi1.csv」から読み込みます。親機より搬入した場合は、
↑

表番号が入ります。

※合計や小計はLXと違いそのままの数字として読み込みます。

ＬＸ側の小計合計として認識させるには「Ｍ欄」に、小計なら「１」合計なら「２」

を入力して下さい。

※表によっては文字列等と認識し、月日や数字のみの項目を正しく表示しない場合が

あります。ＬＸへ取り込み後手直しが必要になる場合があります。

※会計データ読込用の補助コード等の入力はCSVデータの搬入の際に消えます。

取り込み後会計読込をする場合は科目コードや補助コード等を再度入力して下さい。


